
No. お知らせ日 号　機 件　名

②
2019年
9月20日

6/7号機
コントロール建屋（非管理区域）
におけるけが人の発生について
（区分Ⅲ）

③
2019年
10月1日

6号機
貯留堰（屋外）におけるけが人の
発生について（区分Ⅲ）

　－

　－

プレス公表（運転保守状況）

内　容

①
2019年
7月9日 ７号機

屋外重機吊り下ろし作業における油漏
れについて（区分Ⅲ）

【事象の発生】
　2019年7月9日午前11時40分頃、７号機屋外にてクレーンによる重機の吊り下ろし作業を行って
　いたところ、重機（吊り荷）の天地が反転し、重機（吊り荷）から燃料（軽油）が漏れたこと
　を確認したことから、柏崎市消防本部へ連絡（一般電話にて実施）しました。
　なお、一連の作業でけが人の発生はありません。
　
　漏れた油には放射性物質は含まれておらず、外部への放射能の影響はありません。
　また、漏れた油は作業エリアでとどまっており環境への影響はありません。

【対応状況】
　7月25日に重機（吊り荷）の回収作業を完了しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8月8日お知らせ済み）

【原因】
　今回の重機の吊り下ろし作業では、長方形の枠型吊り治具を初めて使用しました。その際、吊
  り治具の縦横の取り付け向きを誤ったことで、吊り治具と重機を繋ぐ下部のワイヤーが重機を
　側面から見たときに「逆ハの字状」になり不安定な状態となりました。さらに、重機の先端部
　のアタッチメントをバケットより重いコンクリートブレーカ（掘削機）に交換したことで重心
　位置が変わり、前方向に回転しやすい状態になったことが原因と考えています。

【再発防止対策】
　初めて使用する機材については、作業者が機材の使用方法を十分に理解していることを当社が
　ヒアリングで当該作業関係者に確認するとともに、当社監理員が立ち会うなど安全管理を徹底
　します。また、重機のアタッチメントを交換して吊り作業を行う場合、当社監理員を含む当該
　作業関係者が事前に吊り下ろす重機（吊り荷）の重心位置を確認するとともにワイヤーの玉掛
　位置などを明示した図を使用して安全な吊り作業ができることを確認します。また、必要に応
　じて発電所構外の安全な場所で吊り試験（1ｍ程度の吊り上げ）を行います。
　なお、作業の再開にあたり、使用する重機については、作業効率は若干低下するものの安全性
　を重視して、一周り小さな重機を使用することとしました。使用する重機はメーカー推奨の吊
　り方（吊り治具を使用しない）で、再度重機を吊り下ろしています。

2019年10月10日



（参考）重機の吊り下ろし作業における原因について
2019年10月10日

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

■枠型吊り治具の縦横の取り付け向きを誤ったことで、重機（吊り荷）が不安定な状態に
なりました。

■さらに重機の先端部のアタッチメントをコンクリートブレーカ（掘削機）に交換したこ
とで重心位置が変わり、前方向に回転しやすい状態になりました。
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